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效果 に就いて

國立廣島療養所 田 部 英 雄

第一章 緒 言

BCGの 結核豫防効、果に 關 しては既に内外幾多 黒占を明かにする爲昭禾015年9月10日 以來隅立度

の報告があ り、今目では一般に疑のない嘉實であ 島療養所附驕看護婦養成所看護婦生徒(以 下看護

ると信 じられてゐる。 婦と略稻す)に 又昭和17年10月28日 以來地元

然 しながらBCGの 結核豫防効果 を充分に畿揮 寺西小學校生徒に比較的短期間隔を以てBCGを

させる爲にはその接種量、反復接種の間隔及び同 反復皮内接種 し梢認むべき結果 を得たので此虚に

数等 を如何にするが最もよいかと云ふ事に關 して 報苦する。

は今後術研究の盤地のある塵である。余は之等の

第二 章 實 験 方 法

被槍者は昭禾ロ14年 度入學(策1期 生)か ら昭 吉土實238名 、御薗宇220名 、下見96名 、原

和22年度入學(第9期 生)迄 の看護婦402名 及び358名 、川上463名)の 全員 を胸部X線 罵眞朋

昭和17年10月 現在の地元寺西小學校在校生418接 撮影により槍査 しその中の疑はしい者を更に直

名及びその後昭和22年3i・]迄 に新入學 した194接 撮影で槍査 し雨群の胸部X線 窮眞異常著の獲現

名の同校生徒を選定し看護婦に於ては昭和15年 率を比較 した◎

9月10日 よりBCG接 種を開始 した◎詑つて第 他の六校の小學生は各小學校校馨により昭和19

1期 生及び第2期 生は入學後BCG接 腫する皐な・ 葬2月 か ら昭和22年9月 迄の間に7妥 月一一1年

く直ちに病室に勤務 したが第3期 生以後の看護嬬8ケ 月の聞隔でBCGO・02--O.04既 を1--3同 反

は入學後直ちにツ〈3ルクリン皮内反磨(以 下 ソ反 復皮内接種されたものである。

慮と略稻す)を 検査 しそρ陰性者及び疑陽性者に 使用したツ〈3ルクリン稀繹液は傳研製奮 ツ・・…7Y

はBCGを 皮内接種 しツ反慮の陽韓するのを待つ ク リン原液及び同封照液をO.5%石 炭酸加生理的

て始めて病室に勤務せ しめその後は6ケ 丹一1ヶ 食盤水で2000倍 に稀繹 した(以 下ツ液と略構す)

年の聞隔 く1ケ年の間隔は1同 だけで他は全部6・ であ り稀繹液作製後1ケ 月以内にその α1耗 を左

・ケ月の間隔)でBCGを 反復皮内接種 し學課の時 ,右 何れかの前騰内面に皮内接種 した。判定基準は

間以外は躇 護婦 と殆ん 胴 謙 徽 患者の看護 ッ灘 射後24時 聞目及び48時 間 目の襲赤の縦

に當つた。 横直径 を測定しその李均値が24時 間維及び4$時

文寺西小學校生徒は昭和17年10月 以降ツ反 間値の中何れかが10粍 以上を示す者を陽殴
、5

磨陰騰 及び疑陽賭 にBCGを6ケ 月～1ク 年 一9粍 を示す者 を疑陽性、2塒 髄 及び48時 聞

の間隔(1ク 年の聞隔は1同 だけで他は全部6ヶ 値共に4粍 以下 を示す者を陰性 として現はした
。

月の闇隔)で 反微 内擁 しその間に於け聯 核 街 ツ液 桐 時vaO・5%石 炭酸加鯉 的食盤水で

蝶灘 講 罐 融
科1年鋤6年 鎚 鞍 鍬 灘 照液α1轍 嚇 して孚IS

の地元寺西小學校生ft339名 ・灘 魍 の六小學 使用したBCG菌 灘 誰 轍 び小學生を通 じ

校に鮒 る同鱗 の生徒1869名(酪495名 ・ ℃過去 ・3畷 ⑳ 中 ・2周迄繊 大梶 結核研 .
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究 所製 の ユ蝿 中BCGO.1、O.2及 び0.4既 を含
き

有 した各菌液であ り唯1同 が九大細菌學敏室製の

1蝿 中 α1踊BCG含 有液である。而 して之等の

菌液は何れも作製後7日 以内に左右何れかの上騰

外側皮内に接i種した◎BCG接 種量はO.OO5--O.04

礒 を使用 したが初接種時には小學生及び看護婦共

に α01一α04既 を皮内接種 し2回 目以後の反復接

種時にはツ反慮陰性者、疑陽蛙者に0。02-一α04踊

を接種し,又 自然陽韓を思はせる強ツ反慮陽性者

(即 ち二重獲赤を示す者、硬結直径10粍 以上を

示す者、嚢赤直径30粍 以上を示 し浮腫 を伴ふ者、

畿赤直径30粍 以下で も蛮赤が強く浮腫及び硬結

を伴ふ者、水萢又は出血 を認める者)以 外のツ反

懸陽性者にはO.005-O.01既 を6ク 月一1ク 年の

闇隔(覧 ク年の聞隔は1回 だけで他は全部6ク 月
ゴ

L第 一 圖

の闇隔)で 反復皮内接種 した。而 して以上のBCG

反復接種はツ反慮が自然陽韓 を思はせる強度の局

所症歌を示すに至る迄継績 し、看護婦は1-一一3周、

小學生は1-9回 に及んだ。尚BCG接 種者の中

で1-3ク 月の間隔によるツ反慮反復検査により

前記自然陽韓を思はせる強度のツ反磨が獲生して

後1ク 年以上反慮が強度に保たれ決 して陰性を示

さない者を自然陽韓者と決定 し冷。・

次に胸部異常者の桧査方法は看護婦に就ては入

學時全員に胸部X線 篇眞の直接撮影をすると同

時に胸部の髄診、打診及び赤血球沈降速度測定等

を施行 し胸部に異常のない事 を確かめたが入學後

も疑はしい自他鍋的症歌 を奮生するか又は自然陽
ナ

韓を疑はせる強度のツ反慮を示した者に就では随

時胸部X線 爲眞の直接撮影を施行して異常の有

寺西及び周画の六小學校所在部落の地圏
ウ
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無を検査 した。

叉小學生に就ては昭和17年e10月 、昭和21年

7月 及び昭和23年3月 の3同 に亘bそ の時の全

校生徒に胸部X線 爲眞聞接振影を施行しその申

の疑はしい者を更に直接撮影で再桧査 し異常の有

無を確める他疑はしい自継涜的症歌を獲生するか

又は白然陽韓を疑はせる強度のツ反磨を呈する者
き

は随時胸部X線 鳥眞直接撮影を施行 して異常の

有無を槍査 した。而 して之等胸部X線 窩貫上異

常を認めた者に就ては更に胸部のi聴診上及び打診

上の攣化、赤沈槍査、必要に磨じて喀痩検査等を

施行 し要注意者と要加療者 とに直尉 して各學校校

馨の監督下に置いた。

第三章 實

第一節BCG接 種群と非接種群との結

核護病率の比較

看護婦及び小學生に就て同一槻察期間内に於け
毒

叉小學校卒業後の結櫻獲病は各學校の養護訓導

を して各卒業生の家庭 を訪問せ しめ結核性疾患の

病名、磯病年月日、全治又は苑亡の年月日を記録

ぜしめ夫等の中の明確な ものき計上 し、他 の市町

村か ら在學中に韓校 した小學生は全部計算外とし

た。 貨 ・ ・

爾寺西小學校 と周園勾六小學校 との地理的關係

は第1圖 に示す如 く寺西校 を中心 として他の小學

校が之を取園んでゐる。

之等各小學校所在地の申西條が山陽本線西條騨

の所在地で町を形成 しその町の延長が寺西部落の

一部に存在 してゐる外は全部西條盆地肉の農村部

落である。

験 成 績

るBCG接 種群と非接種群 との登病率 を比較し窮

1表 及び第2表 の如き結果を得た。
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帥ち看護婦の成績では1-2年 闇観察した者に

就て観ればツ反鷹陰性BCG非 接種者、ツ反慮陽
・性BCG非 接種者及びツ反磨陰挫BCG接 種者の

蛮病率は夫々42.9%6.1%及 び56露 を示 し、又

2-5ケ 年間観察 した者では夫々17.7%、12.5%

及び4.3%を 示 し何れの期聞で もBCG非 接種群

の結核畿病率は接種群の夫 よりも著 しく高牽を示

してゐる。

晦 して入學時 ツ反磨陰性BCG接 種者の蛮病率

は観察期間の増加 と共に梢減少 してゐるがツ反慮

陽性者の夫は反封顔増加してゐる。

小學生の成績ではツ反慮陰盤BCG非 接種者が

僅かに3/名であるか らその獲病牽を他と比較する

第三表 ツ反鷹自然陽韓せる寺西小學生の獲病状況 套=霧馨会農(()内は 病凄

事は倒來ないがツ反磨陰性BCG接 種者は2年 間

4年 聞、5年 聞以上の槻察者に夫々2.1%、1.8傷

O.9%の 獲病率を示 し観察期間の 長い者程低翠を

示 してゐる◎

ツ反慮陽性BCG非 接種者は4年 以内の観察で

は畿病者 を認めないが5年 以上の槻察では19.1%

の蛋病率 を示 し同一観察期間内に於けるツ反癒陰

性BCG拷 種者の夫 よりも著 しく高率 を示 してゐ

るe
ゆ

次に小學生に就て入學時 ッ反磨陰性BCG接 種

者申ムち自然陽韓 した者と入學時既にツ反慮自然

陽韓せる者とに就てその蛮病率を比較 し第3表 の

如き結果 を得た。
'

襲)
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自Pち前者は2年 間観察者143%、4年 間観察者

5%、5年 間以上観察者L7%で 観察期商の増加す

るに從ひ嚢病牽は著 しく低下 して來る。後者は4

年間以内の魏 察者中に畿病者を認めなかつたが5

年間以上の観察者は19・1%を 示 し同一観察期間に

於けるBCG接 種後 ツ反慮自然陽韓者の嚢病牽の

約11倍 の高率 を示す。

次にツ反慮陰性BCG接 種者のツ反慮自然陽縛

者(看 護婦179名 、小學生90名)に 就てその陽

縛歌況を調査 してみると看護婦に於てはBσG接

種開始後1年6ケ 月一22`4i闇 にその88・7%-93.7

%が 陽韓 し小學生に於てはBCG接 種開始後2年

間以内にその43.3%が 又2--5ク 年間に箆 りの

56.7%が 自然陽縛 してゐる◇從つて第1表 の看護

婦の成ue中2--5ク 年聞観察のツ反鷹陰性BCG

接種者は此の親察期闇内に殆んど杢員が自然陽縛

してゐるものであるからその蛮病率43%を 第3

表の小學生に於けるBCG接 種後自然陽轄=者の2

-5年6ケ 月観察者の畿病率3 .3%と 比較すれば

爾者闇にあまり大差なく看護婦の酸病率が梢高率

を示すに過ぎない。此の籍實はBCGの 結核濃厚

感染に謝する豫防効果 を物語るものと思ふ。

第==節BCG接 種同薮と結核議病率と

の關係 ・

看護婦及び小學生のツ反慮陰性者に就てBCG

接種回籔 と結核獲病率 とを比較 し第4表 及び第5

表に示す結果 を得た。

、 即ち看護婦の獲病牽は観察期聞1-2ケ 年の被

槍者では1同 接種者11ユ%、2同 接種者0%と な

り観察期闇2-5ケ 年の被検者 では1周 接種者

9.8%、2同 接種者、2.4%、3同 接種 者0%と な わ、

その螢病率は何れの観察期間を観てもBCG接 種

同数の」曾加すると共に著 しく減少し特に3同 以上

の接種者からは獲病者が認められない。

叉小學生の畿病率は1同 接種5年6ク 月闇観察

者3。8%、2同 接種2ケ 年聞観察巻2・2%、3-8

同接種者では4年 間観察者1・8%、5年 一5年6

ク月間観察者O・4%を 示 してゐる。

即ちBCG接 種同歎の増加するに從ぴ畿病率は'

低下する結果を得た。
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第四表 入學時ツ反感陰性BCG接 種看護嬬のBCG接 種量、接種同敷及び観察期間と結核

・ 獲病 との關係
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第三節BOα 侮 期間隔反復接種者群と

.比 較的長期間隔反復接種者群と

の結核護病率の比較

BCGを6ク 月一一.1e¢ の間隔(rケ 年の間隔

ぴ

は1同 だけで他は全=部6ケ 月の闇隔)で1-8同

反復接種 した寺西小學校生徒と7ク 月一一1年8ヶ

月の闇隔で1-3同 反復接種 した周園の六つの小

學校の生徒との胸部x線 篇鯉 鴬者の籔 牽を
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第六表 寺西小學校生徒と周園の六小學校生徒との入學後最初ノツ反鷹、BCG接 種同数と

胸部X線 窟演異常=者数との關係
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被麓 者の肇年一一零1-1瞭6の 男女

{胸部x線 篤虞澱憂年月一昭和黛3年3月
胸部X練 驚眞異常霧一初期嬰化群を除いPt要加療者

比 較 し第6表 に示 す 結 果 を得 た。

即 ち寺 西 小 學 校 生 徒 はBCG接 種 者 及 び 非 接 種

者 を通 じて1名 の異 常 者 も認 めな かつ た が他 の 六

校 は ツ反 慮陰 性BCG非 接 種 者0.7%ツ 反 慮 陰 性

BCG接 種 者 α45%、 ツ反 慮 陽 性 者6.4%を 示 し

ツ反磨陰性BCG捜 種者申3同 以上の接種者か ら
窺

は1名 の異常者 も認あなかつた。

BCG塑 量儒畿 簾 賦 端鷺
4瑳

晩 棲鞘 儲 劣警雛 諺 鴇 之餐踏 の騨 構 鞭 鰍 瑠柵

嫌

尚 寺 西小 學校 と周 園の6つ の小 學校 との 地理 的.3。z

蘭 係 、被 槍 者 数 及 び ツ反 慮 と胸 部X線 窩眞 異 常25

者 の獲 現 牽 との關 係 は第1圖 に示 す遡 りで あ る。2。

即 ち ツ反 悠 陽 性 率 は寺 西15%、 西 燦12・5%、 川 上t5

128%、 吉 土 箕7。6%、 原7.5%、 御 薗 宇73%s

各校 全被 検 者 の胸 部X線 篇 眞 異 常 者 獲 現 率 は 寺8

西0%、 西 條1.8%、 御 薗 宇1・4%、"下 見0・9%、 ・

川 上O.9%、 原O.8%、 吉 土 實0・4%と な リツ反 慮4
な

陽性率は寺西校が最高率を示 してゐるに も拘はら2

0

.た 。

無

1

1(塑
e

lの

ユ2

(6・塑

第四節 ツベルクリン皮内反慮と結核護

病率との關係 戦'朝

看 護婦の過去9ク 年聞に於ける全結核獲病者29"

第2ma入 學後の経過年月と各経過縮 毎の累
・ 積結核獲病率との關係

餉(A)→ 入學時ツ反鷹陰性BCG非 接種者

　
口(B)→ 入學時 累反慮陽性BCG非 接種者.

国(C)→ 入學時 ツ反塵陰性BCG接 種 者

惣 ・"專 噂 ・効

_血6



名に就て入學時のツ反慮及び入學後蛮病迄の経過

年月と各期間毎の螢病者の累積襲病牽 との關係を

棒圃表で示せば第2圖 の如 くなる。

EPち入學時 ツ反慮陰性BCG非 接種磯病者の累

積獲病率棒状線をA、 ツ反慮陽性者の夫をB、 ツ

反磨陰性BCG接 種者の夫 をCと して現はすとA

は入學後既に8ク 月以内に23。1%に 達 しその後大

きな攣動を示す事なく経過 し入學後1年6ク 月以

内に最高率269%に 達してゐる。Bは 之 よわも著

しく低率を示 し入學後1年6ク 騨 内に4・7%と

なb全 獲病率の約孚分に達し更に入學後2年 から

第七表
奮

稻急激な上昇を示 しながら3年6ケ 月以内に最高

率&3%に 達する。

Cは 最低率を示 し入學後1年4ケ 月以内に4%

達 しその後は大 きな攣動を示ざすに経過 し入學緩

3年 以内に最高率4・5%に 達する。

第五節 ツベルク リン皮内反雁と結核護
蝋 病者の豫後との關係

看護婦及び小學生の結核蛮病者に就てその入學

時のツ反癒と豫後 との關係を表示すれば第7表 及

び第8表 の如 ぐなる◎

帥ち看護婦に於ては入學時 ツ反慮陰性BCG非

看護嬬獲病者のツ反鷹と豫後との關係

後豫の者病獲ー

治全ー中療加-
亡死E-E

鋤餌1
ー

謝侮1
刈

伽5

」

…
)

醐碑5ー鋤御
り
V

-
0

0

-
0

-
0

鋤侮10
ー鮒似3

噸

ー
囎σ1!

鋤⑱14

鋤櫛16
刈

嬬餌7ー
)

敷者病獲
ー

ー
順強謙

1
砺偽7

i
26

ー
種接非

ー
鋤σ8i

r⑲

f
O

1
28凋レ

嬬⑭6
1

掬σ29姻

.

種

融磯dめ㏄量

…細卜
晒l

o4砿q

1

伽
ー04aα

…
±

ー
魏ー種接

、非十

ーー
計

の時

憲學反入ッ

一

ー

毒入學時
の

ツ反懸
`

BCG接 種

量(瑳)同 敗

「

被瞼人員
農

◎

獲病者数

非 接 倒3い ・
刷
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接種者か らの嚢病者は7名 でその申5名(714%)

tOtL死亡しツ反慮陽性者か らの震病者14名 中1名

(7・1%)が 死亡してゐるがBCG接 種者からの嚢

病者8名 か らは1名 の死亡者 も串してゐない。

小學生に於てはツ反慮陰性BCG接 種者か らの

麟 者銘 でMbそ 帥1名(20%)が 死亡tR

陽性者からめ嚢病者1名 は死亡ぜすツ反癒陽性者

からの叢病者18名 中5名(27.8%)が 死亡 して

ゐる調 坂 離 性BCG接 瀦 か ら磯 儲 中

の死亡者bは小學校卒業時にBCGO .02ntを1同 だ

け麺 しktSの で較 後3年4ケ 朋 畷 病し4

年目(螢 病後8ケ 月目)に 死亡 してゐる、

購 踏 擁 群は纏 種群砒 較し厩 亡率
が著 しく低率であり特に看護婦では常に結核菌の

濃厚感染の危瞼に晒 されてゐるに も拘はらす'ツ反

慮陰盤BCG接 種者から過去9年 聞に1名 も死亡

者を出してゐないと云ふ結果を得た。

第六節 結核護病者の病型

過去9年 間に於ける看護婦の全結核襲病者29名

に就て入學時のツ反慮及びBCG接 種の有無と病

7___
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第九表

1

看護嬬獲病者の病型

初 期 結 楼 症 譜 型1

肋麟 醗 結隅期肺浸 慢騰 症

♂

その他の

諸結核症'

4(2.2%)1・i2(u%)1

6(靭i2(鞠0
5

・㌦1・1・ }

7(26・9%)

一

〇
・0

・1・1・(燭
12(7」%)

騨

夢

で1(0・6%)

1(o.6%)漕

1

型との關係 を比較 して第9表 の如き結果を得た。

帥ち入學時ツ反慮陰性BCG接 腫者は8名(4.5

%)あ りその中肋膜炎4名(2.2%)、 初期肺浸潤

2名(1。1%)、 慢性肺結核症2名(1.1%)で 初期肺

結核症は慢性肺結核症の3倍 の高率 を示 し、之等
灘

の畿病者からは1名 の死亡者をも串 してゐない。

又入學時ツ反慮陰性BCG非 接種者か らの焚病

第四章

者は7名(26.9%)で その全員が慢性肺結核症を

示 し、その中5名(71.4%)が 死亡 してゐる。又

入學時 ツ反慮陽性BCG非 接種者か らの嚢病者は

14名(b・3%)で その中初期結核症1名(Q6%) 、

慢性肺結核症12名(7.1%)、 脊椎 カリエス1名

で慢性肺結核症は初期結核症の約12倍 に相當し
●

その中1名(α6%)が 死亡 してゐる。

穂 括 拉 に 考 按
6

看護婦及び小學生に就てBCG接 種群 と非接種

群との同一槻 察期間内に於ける結核焚病牽を比較

してみると入學時 ツ反鷹陰性BCG非 接種者及び

ツ反慮陽性BCG非 接種者がッ反慮陰性BCG接

種者 より著 しく高率を示 し入學時ツ反慮陰性BCG

接種者の畿病率は観察期間の増加と共に減少ずる

が ヅ反慮陽性者の夫は反封に増加 してゐる。

又 ツ反慮がBCG接 種緩自然陽韓 した群 とBCG

接種する事なく自然陽蒋 した群とに就て同一観察

期間内の蛮病牽を比較 してみると前者は後者 より

も著 しく低牽を示す。

又看護婦 と小學生 とに就てBCG接 種後自然陽

韓者のり一観察期蘭内に於ける畿病牽を比較すれ

ば瀦 には大差な くた捗 結核菌の灘 感染の危

瞼に晒されてゐる看護婦の夫が稽高率を示す程度

であつた◎

以上の結果はBCGに よる結核の豫防効果によ

るもの と鋤定せざるを得ない。

看護婦 と小學生 とに就てBCG接 種 同歎 と同一

観察期間内に 於ける結核獲病率 との瀾係を観 れ

ば,そ の螢病率はBCG接 種同数のigT,加するに從

ひ低率を示す。

又寺西小學校生徒と周園の六小學校生徒とに就で

BCG反 復接種間隔 と結核獲病率と¢)關係を調査

した結果同爆BCG接 種を反復するに して もその

反復接種間隔 を6ケ 月の如 く短期間隔で反復する

方が7ケ 丹一1年8ケ 月の如 く長期間隔で反復す'

るよ わも結核獲病牽が少いと云ふ結果 を認 め同時 ・

に結核豫防効果 を充分に嚢揮 させる爲にはBCσ

接種は少 くとも3回 以上反復すべ きであるとの結

果を得た。此の結果は①岡治道教授の論交に紹介

されてゐる黒丸、長谷川、高橋氏等の成績と一致

してゐる。以上の結果か ら吾々がBCG接 毬をす

る場合にその結核豫防効果を充分に畿揮せ しめるノ

爲には、その菌量がO.()4既 以下の隣には短期間

隔(少 くとも6ケ 月聞位の闇隔)で 出來るだけ同

歎を多 く(少 くとも3回 以上)反 復接種すべ きで
ひ

あ砂その反復接種はツ反慮が自然陽韓する迄縫績

すべ きであると思ふ。

又看護婦の結核嚢病者中入學時ツ反慮陰性BCG
'非接種者

の累積焚病率は入學後既に&ケ 月以内に

最高率26。9%に 近い23.1%に 達 し入學時 ッ友

亀
8



慮陽性者の夫は入學後1年6ケ 月聞内に4・7%駕BCGに よる冤疫を有 してゐる者より初期攣化群の

示 し最高嚢病率&3%の 約112に 達 し更に入學後 治癒が不完蛮で二次性結核を起 し易V・事を示す も

2年 から梢急激に増加 し入學後3年6ケ 月以内に のと推定される。1

最高率8.3%に 達 してゐる。 ツ反磨陰性BCG接 次に看護婦及び小學生の結核獲病者に就て入學

種者の夫は入學後 ユ年4ケ 月以内に4%に 達 しそ'時 のツ反慮とその死亡率との關係をみるとBCG

の観は大きな攣動 を示す廓な ぐ経過 し入學後3年'接 種群は非接種群に比較 して死亡率が非常に小 さ

闇以内で最高率4δ%犀 達 してゐる◎ く特に入學以來 日々結核菌による濃厚感染の危瞼

以上の結果から考察すれぽツ反慮陰性BCG非 に晒されてゐる看護婦に過去9年 間1名 の死亡者

接種者は入學時冤疫 を與へてなV・爲に入學後早期 も禺しそゐないと云ふ結果を得た。

に初感染を受けそれに引綾V・て爽病する爲に入學 小學生のツ反鷹陰性BC6接 種者から焚病 した

後早期に且つ高卒に畿病するものであり又ツ反慮 者に1名 の死亡者を認めたが之は卒業時にBCG

陰性BCG接 種者は冤疫を與へ られてゐる爲に獲 α02既 を只1同 だけ接種 し卒業後嚢病 した2名 の

病率は低 く且つBCG非 接種者よりも後れて獲病 中の1名 で此の覇實は假令BCG接 種をして も只

するものと思はれる。又ツ反磨陽牲者は入學前既1同 だけで放置する事が結核豫防上危瞼である事

に初感染期を過ぎてお り又入學時に於ける胸部の を示す ものである。

理學的及び レントゲン學的槍査により異常を認め 又看護婦の結核嚢病者に就てその病型 と入學時

なかつた者であるから此群か らの焚病者は所謂二 のツ反慮及びBCG接 種の有無 との關係を調査 し

次性結核に薦するものと考へ られ又年齢的に云つ'た 結果BCG接 種群からの蛮病者には初期結核症

て之等ツ反慮陽性者は思春期以前の感染で結核稜 が多 く慢性結核症は少 く且つ1名 の死亡者 も認め

病に封する抵抗性が強V・時期の者であるか らその なかつたがBCG非 接種群からの襲病者には初期

i獲病はツ反磨陰性BCG非 接種群程高率に叉急激 結核症が認められないか又は非常に少 く慢性結核

に獲生せす長期聞に亙 り散嚢的に稜病 した ものと 症が多いと云ふ事實を認めたが此の結果はBCG

思ふ。 接種が結核獲病峯を減少せ しめるばかりでなく假

又BCG接 種群からの嚢病が概ね終熔 した1年 令焚病してもその病型を慢性肺結核症に迄進展せ

4ケ 月後からツ反晦陽性者群に樹爽病が相次いで しめないで早期に治癒せしめるものである事を示

起つた串は初感染時に冤疫を有 しなかつ海 者は す ものと思ふ。

第五章 結 論 ぴ

昭和15年9月10日 以降國立廣島療養所看護婦 韓者・の結核獲病率は同一観察期間内の小學生の夫

生徒(第1期 生より第9期 生迄)及 び昭和17年 と大差ないが前者が梢高率を示す。

10月28日 以降地元寺西小學校生徒全員に就て實 ④結核嚢病率はBCG反 復接種同歎の多い程低

験方法に記載 した 接種方法 によりBCGO・005一 率を示す。. .
O・04E2を1--8同 反復皮内接種 しその結核獲病率 ⑤結核嚢病率はBCGを 短期間隔(6ク 月)で

及び死亡率を桧養 し更に近接の六つの小學校生徒 反復接種する方が長期間隔(7ケ 月_1年8ク 月)

の結核畿病率と比較瞼討 し吹の如き舞論を得た。 で反復接種ずるよりも低牽を示す
。

①BCG接 種群の結核獲病峯は非接種群の夫よ ⑥BqG接 種の結核豫防効果を充分に焚揮させ

り解 であるe"る 爲にはその離 が α04賜 下の時は糊 間隔

②BqG接 種後ツ反慮自然陽韓者群の結核獲病(少 くとも6ケ 月の間隔)で 萬來るだけ同歎を峯

率はBCG非 接種で自然陽韓 した入學時ツ反慮陽 く反復すべきであ り少 くとも3同 以上反復 しツ反

性者の夫 よりも著 しく低率である。 鷹の自然陽軸する迄之を績綾すべきである。

⑧看護婦のBCG接 種後に於けるツ反慮 自然陽 ⑦看護婦の畿病者中ツ反慮陰惟BCG非 接種者

9



の獲病は入學後早期に起 り且つその襲病率及び死

亡率は最高率を示すlb;ッ反慮陰性BCG接 種者は

之 より後れその嚢病率及び死亡牽は最 も低率を示

す。又ツ反慮陽性者の獲病は最 も後れその嚢病率

及び死亡率は ツ反磨陰{生BCG非 接種者より著 し

く低率を示すが ッ友慮陰性BCG接 種者よりは高

率を示すq,

⑧BCG接 種は結核嚢病率を減少せ しめるばか

りでな く假令獲病 しでる慢性肺結核症に蓮進展さ

せないで初期結核のま、で早期 に治癒せ しめるも

のである。

◎ ⑨初感染時にBCGに よる免疫 を有 レてゐる者
は初期攣化群の治癒が完全で二次性結核を起す事

が少い。

稿を終るに臨み長期間に亘り種々御懇篤なる御指導

と御校閲とを賜つた東大岡治道激授及び蘇井實博士に

深い感謝を捧げると共に本研究遽行の爲に種々御便宜

を與へられた阪大竹尾結核研究所及び九大細菌學教室

に錫し深甚なる謝意を表す。
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